
H・ピロリ抗体検査（血液検査）との違い
・現在感染しているピロリ菌を直接検出する検査です。健診
では、 現在の感染状況を評価する目的で実施しています。
・感度(感染している人を正しく見つける力)について
便中ピロリ菌抗原検査：96.1～97.0％
H・ピロリ抗体検査：感度86.0～98.1％

(日本ヘリコバクター学会ガイドライン2024より）

※便中ピロリ菌抗原検査、H･ピロリlgG抗体検査はいずれか一方を
生涯に一度受検すればよい検査です。



お子さんが陽性である場合

親は80％、兄弟姉妹は60％陽性である可能性があります。
感染の多くは乳幼児期の家族内感染です。

大人が除菌することで次世代への連続を断
つことができる可能性があります。

※便中ピロリ菌抗原検査、H･ピロリlgG抗体検査はいずれか一方を生涯に一度受検すればよい検査です。


